
1．はじめに

動物用抗菌剤や抗菌性飼料添加物といった抗菌性物

質は、家畜の感染症の治療や成長促進を目的に使用さ

れている。本調査は、主要な抗菌性物質に対する耐性

菌の発現状況等の動向を把握し、家畜に使用する抗菌

性物質の人の健康と獣医療に対するリスク評価及びリ

スク管理の基礎資料を得ることを目的としたものであ

る。平成19年度の調査は、食の安全・安心確保交付金

実施要領（平成17年4月1日付け16消安第10272号消費・

安全局長通知）に基づき実施された。

公衆衛生分野への影響に配慮した全国的な薬剤耐性

菌発現状況調査は、4菌種すなわち、食品媒介性病原細

菌としてサルモネラとカンピロバクターを、薬剤感受

性の指標細菌として腸球菌と大腸菌を対象に平成12年

度から本格的に開始された。本調査においては、各都

道府県が毎年1菌種を調査し、調査対象となる菌種は地

域に偏りがないようにローテーションが組まれ、4年間

で1調査クールが終了することになる。従って、平成12

～15年度に第1クールが終了し、平成19年度は第2クー

ルの最終年の調査となる。

今般、平成19年度に実施されたこれらの調査につい

て、各都道府県より提出された報告を取りまとめたの

で、その概要を紹介する。

なお、これまでの各年度調査結果は、動物医薬品検

査所ホームページ（http://www.maff.go.jp/nval/）に掲

載されている。

2．材料及び方法

（1）調査検体数

第1クールと同様に検体は健康家畜の糞便とし、検体

数は都道府県ごとに各菌種とも4畜種（肥育牛、肥育豚、

採卵鶏及びブロイラー）×6畜産経営体以上×1検体＝

24検体以上を原則とし、1検体から都道府県ごとに指定

された菌種を2株まで分離することとした。

（2）試験方法

本調査は、対象菌種ごとに統一化、平準化された分

離培養法、菌種同定法及び薬剤感受性試験法により実

施した。同定は、形態学的及び生化学的性状検査によ

り行った。

分離菌株の供試薬剤に対する感受性の測定は、CLSI

（臨床検査標準協会（旧NCCLS米国臨床検査標準委員

会））の提唱する寒天平板希釈法に準拠した方法により

実施し、最小発育阻止濃度（MIC）を求めた。なお、

耐性限界値（ブレークポイント）は、CLSIが定めたも

のについてはその値とし、CLSIで規定されていない薬

剤については、原則として平成13年度に本調査で得ら

れた値（二峰性を示すMIC分布の中間点）とした。

3．調査成績

（1）サルモネラ

サルモネラは、供試された243検体中23検体（9.5％）

から39株（肥育牛由来0株、肥育豚由来7株、採卵鶏由

来5株及びブロイラー由来27株）が分離された。分離菌

株の血清型は、6種類認められ、そのうちSalmonella

Infantisが21株（ブロイラー由来16株、採卵鶏由来5株）

で、約半数を占めていた。

分離された39株の薬剤感受性試験成績を表1に示し

た。供試した15薬剤のうち7薬剤（DSM、KM、OTC、

BCM、CP、NA及びTMP）に耐性が認められ、その耐

性率は2.6～71.8％であった。セフェム系薬剤（CEZ及
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